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研究成果の概要 

本研究では一般に 2つの 3次元形状データ間の類似性を定量化するための理論的・計算論

的枠組みを調和解析学とその計算論の立場から新たに構築することを目的とする. 先行研究では

微分幾何学において広く研究される Hausdorff距離やWasserstein距離といった概念が検討され

ているが、それらの計算は空間の距離を用いて定式化される最適化問題に帰着するため点群など

単純な場合を除き実用的な計算は困難である. そこで本研究では、より解析的な距離概念を導入

することで精度・効率性を兼ね備えた比較アルゴリズムを導くことを試みる. 

本研究が目的とするアルゴリズムは与えられた形状データを Schwartz超関数とみなしその

Fourier変換を通じて解析を行う. そこで 2022年度では、コンパクトな台を持つ Schwartz超関数

が一般になめらかな Fourier変換を持つことに着目し、全空間における負の正則性に関する

Sobolev ノルムを用いた距離概念を提案した. またこれを用いて単位球面とその Icosahedral 

discretization とを数値的に比較し、区分的にのみ滑らかな近似が真の滑らかな曲面へ 2次収束

することの観測に成功した. またその計算を Fourier変換の線形性に基づく並列化、およびシェア

ドメモリを用いた NUFFTの GPU実装である cuFINUFFTによって（単精度という制約はあるが）大

幅に高速化した. これらの成果は単著の査読付き原著論文として投稿予定である. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


